
北海道ポーランド文化協会 http://hokkaido-poland.com/ 

5 

  

「人はパンのみにて生きるにあらず、神の口から

出る一つ一つの言葉によって生きる」（ マタイによる

福音書 4-4）と書かれています。人間は、身体的機能

を維持するために食事や飲み物、睡眠、休息を必要

としますが、人の魂を生かし続けるのは、深い美の

感覚、善、意味、そして調和といった価値です。 

このような深い美しさ、意味、調和、そして心を

揺さぶる感情に満ちた体験が、7月 14日（ ））に江

別市で開催された、クラクフ音楽大学のヤヌシュ・

スコヴロン教授のリサイタルでした。私もその場に

参加できたことを大変光栄に思います。 

ショパンの作品は、私の知る日本人ピアニストたち

も非常に頻繁に演奏します。その演奏は技術的にも芸

術的にも卓越したものです。しかし、ポーランド人の

魂にとって重要なのは、ショパンの音楽をより深い次

元で感じることです。それは単なる祖国愛や家族愛、

あるいはポーランド性への郷愁にとどまりません。 

ポーランド人はしばしば無意識のうちに、自らの

深い痛みや悲しみに触れ、それを十分に味わい、そ

して最終的に癒されるようなショパンの解釈を求め

ています。これは困難な感情の解放の過程とも言え

ますが、私はむしろそれを

「魂の治療」と呼びたいと

思います。すなわち、最も

深い苦しみに到達し、浄化

 カタルシス）を経て、痛み

を溶かし、希望によって満

たされる過程です。 

スコヴロン教授の演奏は、まさにそのような体験

をもたらしました。プログラムにはマズルカ、葬送

行進曲を含むピアノソナタ第 2番とバラード 4曲が

含まれていました。演奏は聴衆の心を深く揺さぶり、

涙を誘い、痛みを浄化し、魂に希望を与えました。 

最後に、江別でのリサイタルを企画してくださっ

た関係者の皆様、特に江別出身で現在はポーランド・

ジヴィエツの音楽学校で指導されている加藤香緒理

氏に深く感謝申し上げます。東京のリサイタルは帝

京科学大学の冲永荘八学長と冲永隆子副学長のご厚

意により実現しました。 

ヤヌシュ・スコヴロン教授をぜひ次回のリサイタ

ルにもお迎えできることを心より願っております。 

=写真= 加藤香緒理氏、筆者、長女、スコヴロン教授 

  

4月 11日（ ））帝京科学大学で緩和ケアとスピリ

チュアルケアに関する初めての日ポ国際シンポジウ

ムが開催されました。テーマは「終末期の患者が直

面する実存的課題に対するスピリチュアルケアの実

践─日本・アメリカ・ポーランドの症例」でした。

本企画は駐日ポーランド大使館、日本文部科学省お

よび日本医学哲学倫理学会から後援を受けました。 

基調講演では、イグナチアヌム大学（ ポーランド・

クラクフ）&ロヨラ大学（ 国国・シカ

ゴ）教授のヤロスワフ・ミクチェフ

スキ神父が、終末期患者が直面す

る実存的課題を中心としたスピリ

チュアルケアについて話しました。 

続いてシルヴィア・オレーヤー

ジュ博士が、生命の最終段階においてスピリチュア

ルな苦痛および実存的苦痛を経験する人々に対する、

コミュニケーション・フレームワークとして適用可

能な「ABCD」と呼ばれる新たな見方を提示しました。 

その後、ミクチェフスキ教授とオレーヤージュ博

士が中心となり、6 つのグループに分かれてワーク

ショップが開催されました。まず患者とケア提供者

のモデル会話を提示しその分析を行った後、参加者

がロールプレイングを行いました。 

そのあと講演が再開され、佐藤慶子京都大学教授

が「スピリチュアルな苦痛を経験する人々への対応

方法」と題して話しました。 

最後に看護師の松村佑子氏（ 京都大学大学医医学 

究科 究協力者&京都市立病医がんケア調整センター

がん看護専門家）が「終末期がん患者における早めた

死への願いをどのように理解すべきか?」のタイトル

で発表しました。 

お二人の講演の後、ケーススタディを用いたワー

クショップを行い、参加者に、自らのモデルおよび

村田久行のモデルに従ってスピリチュアルな苦痛お

よび実存的苦痛に対処する方法について議論しアイ

デアを発表するよう依頼しました。 

本シンポジウムは帝京科学大学の冲永荘八学長と

冲永隆子副学長のご厚意とご支援により実現しまし

た。これはポーランドと帝京科学大学との学術協力

の第一歩で、近い将来にも学術交流が展開される予

定です。 

 Sylwia Olejarz, Ph.D., 北海道医療大学&帝京科学大学） 


